
  

▲
今
回
は
五
月
の
慶
讃
法
要
お
待
ち
受
け
大
会
で
司
会
を
さ
れ
た
山

﨑
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

 

二
〇
二
二
年
五
月
二
十
九
日
、
三
条
別
院
に
て
三
条
教

区
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
百
年

慶
讃
法
要
お
待
ち
受
け
大
会
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。 

初
め
は
先
輩
か
ら
、
お
待
ち
受
け
大
会
の
司
会
の
お
役

目
を
指
名
し
て
も
ら
え
た
時
に
は
、
お
待
ち
受
け
大
会
が

ど
ん
な
雰
囲
気
で
開
催
さ
れ
て
る
の
か
を
よ
く
知
ら
な

か
っ
た
の
で
特
に
何
も
考
え
も
せ
ず
引
き
受
け
ま
し
た
。 

そ
し
て
お
待
ち
受
け
大
会
本
番
に
近
づ
く
に
つ
れ
打

ち
合
わ
せ
会
議
な
ど
で
出
席
さ
れ
る
方
々
は
こ
れ
ま
で

三
条
別
院
に
深
く
携
わ
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
ば

か
り
で
、
こ
れ
は
絶
対
に
失
敗
出
来
な
い
。
と
楽
観
的
だ

っ
た
気
持
ち
が
一
気
に
不
安
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

お
待
ち
受
け
大
会
前
夜
は
新
門
様
の
歓
迎
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
予
行
練
習
も
兼
ね
て
歓
迎
会
の
司

会
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
さ
ん
に
原
稿
を
用

意
し
て
も
ら
い
万
全
の
準
備
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

結
果
は
散
々
で
し
た
。
原
稿
の
言
葉
は
間
違
え
る
し
、
言

葉
も
ス
ム
ー
ズ
に
話
せ
な
い
。「
ほ
ん
と
に
こ
の
男
が
総

合
司
会
で
大
丈
夫
か
？
？
」
と
会
場
中
に
心
配
の
雰
囲
気

が
漂
い
黄
信
号
が
と
も
り
ま
し
た
。
歓
迎
会
終
了
後
は
ホ

テ
ル
に
戻
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
明
日
の
お
待
ち
受
け
大
会

を
自
分
の
せ
い
で
大
変
な
事
に
し
て
し
ま
う
と
危
惧
し

て
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
総
合
司
会
の
当
日
原
稿
を
何
度
も

読
み
返
し
練
習
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
お
待
ち
受
け
大
会
当
日
を
迎
え
ま
す
。
天
気

は
快
晴
。
気
温
も
高
か
っ
た
で
す
。 

最
初
は
お
待
ち
受
け
大
会
記
念
植
樹
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
中
で
し
た
が
植
樹
式
担
当
の
方
々

を
中
心
に
無
事
に
植
樹
式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 そ

し
て
本
堂
に
戻
り
い
よ
い
よ
お
待
ち
受
け
大
会
本

番
が
始
ま
り
ま
す
。 

各
地
方
か
ら
三
百
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
、
本
堂
内
は

聞
法
を
求
め
て
い
る
方
々
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
私
は
こ

れ
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
が
な
い
緊
張
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。 

自
分
自
身
も
想
い
に
応
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
自

分
を
奮
い
立
た
せ
て
、
そ
こ
か
ら
何
と
か
当
日
の
司
会
を

無
事
に
失
敗
な
く
終
え
ま
し
た
。 

改
め
て
総
合
司
会
を
経
験
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
三
条

別
院
の
法
要
は
た
く
さ
ん
の
方
々
の
思
い
の
結
晶
で
あ

り
、
一
つ
の
お
待
ち
受
け
大
会
の
中
で
沢
山
の
方
々
が
お

待
ち
受
け
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
と
結
束
し
て
い
る
こ

と
に
自
分
は
感
激
し
ま
し
た
。
本
当
に
い
い
経
験
で
し
た
。 

余
談
で
す
が
、
自
分
は
お
待
ち
受
け
大
会
の
翌
日
に
東

本
願
寺
に
用
事
が
あ
り
本
山
の
境
内
を
歩
い
て
い
る
と
、

た
ま
た
ま
新
門
様
と
本
山
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。 

「
昨
日
の
三
条
別
院
の
お
待
ち
受
け
大
会
は
本
当
に

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
か
け
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

山
﨑  

超 

氏
（
第
十
一
組 

淨
福
寺
） 

                       
 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 
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宗
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院 
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【大谷裕新門と庭講によるハナミズキ記念植樹式で司会する山﨑氏（中央】 



○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 
 

関
本 

秀
次
郎 

氏 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

▲
次
回
は
九
月
の
彼
岸
会
で
精
進
カ
レ
ー
を
お
願
い
し
た
、酒
場
カ
ン

テ
ツ
の
マ
ス
タ
ー
で
す
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
燕
三
条
Ｔ

Ｖ
」
等
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
条
に
対
す
る
想
い
と
、

三
条
別
院
へ
の
想
い
を
、
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                       

    

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
九
月
よ
り
再
開
い
た

し
ま
し
た
。 

九
月
の
講
師
は
北
條 

賴
宗 

氏 

（
高
田
教
区
第
六
組

照
行
寺
住
職
、
前
高
田
教
区
教
区
会
議
長
、
前
高
田
教
区

教
化
幹
事
長
）
で
し
た
。
慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無
阿
弥
陀
仏 

人
と
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
」

に
つ
い
て
を
、
五
十
年
前
の
法
要
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
生
ま

れ
た
意
義
と
生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
よ
う
」
に
つ
い
て
も

触
れ
な
が
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

い
う
名
号
が
だ
さ
れ
て
い
る
意
味
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
の
か
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
法
話
の
後
に
、
旧

御
堂
で
座
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

         

◆
十
月
の
講
師 

  

水
嶋 

 

聡 

氏
（
高
田
教
区
光
徳
寺
） 

◆
日 

時 

十
月
十
三
日
（
木
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

午
後
四
時
三
十
分 

（
勤
行
、
感
話
、
座
談
あ
り
） 

               

◆
今
後
の
講
師 

十
一
月 

富
沢 

慶
栄 

氏
（
第
二
十
一
組
超
願
寺
） 

十
二
月 

平
等 

良
香 

氏
（
福
井
教
区
德
永
寺
） 

二
〇
二
三
年 

二
月 

田
澤 

一
明 

氏
（
第
十
九
組
明
誓
寺
） 

三
月 

渡
邊 

学 

氏
（
第
二
十
三
組
明
正
寺
） 

四
月 

黒
田  

進  

氏
（
長
浜
教
区
満
立
寺
） 

五
月 

井
上  

円  

氏
（
高
田
教
区
淨
泉
寺
） 

六
月 

藤
場 

芳
子 

氏
（
金
沢
教
区
常
讃
寺
） 

 

宗
祖
御
誕
生
八
百
五
十
年
立
教
開
宗
八
百
年 

慶
讃
定
例
法
話
会
を
九
月
か
ら
再
開 

【北條賴宗 氏】 

【水嶋 聡 氏】 



   

十
一
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
、
三
条
別
院
お
取
り
越
し

報
恩
講
が
お
勤
ま
り
に
な
り
ま
す
。
報
恩
講
を
お
迎
え
す

る
に
あ
た
り
、
事
前
に
内
陣
所
作
・
出
退
作
法
に
つ
い
て

詳
し
い
講
義
・
習
礼
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
質
疑
の
時
間

な
ど
も
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
開
催
日
：
十
月
二
十
日
（
木
） 

◆
場 

所
：
三
条
別
院 

◆
講 

師
：
安
藤
栄
寿 

氏 

（
第
二
十
一
組
勝
樂
寺
住
職
・
元
本
山
定
衆
） 

内 

容
：
下
臈
出
仕
・
退
出
・
和
讃
本
の
扱
い
を
中
心
と

し
た
内
陣
所
作
・
出
退
作
法  

※
１ 

は
じ
め
て
出
仕
さ
れ
る
方
も
安
心
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い 

※
２ 

院
議
会
議
員
・
教
区
会
議
員
の
方
に
報
恩
講
へ
の 

 
 

出
仕
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く 

 
 
 
 
 

だ
さ
い
。 

◆
日
程 

十
五
時 

開
会
式 

講 

義 

十
六
時 

着
替
え
、
実 

技
、
十
七
時 

閉
会
式 

 

持
ち
物
：『
真
宗
の
儀
式
』（
東
本
願
寺
出
版
部
） 

服 

装
：
間
衣
、
輪
袈
裟
、
小
念
珠
（
講
義
） 

白
服
・
裳
附
・
五
条
袈
裟
・
差
貫
・
中
啓
・
半
装
束
念
珠

（
実
技
） 

※
装
束
は
報
恩
講
当
日
着
用
の
も
の
。
衣
体
の
確
認
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
申 

込
：
十
月
十
四
日
（
金
）
必
着
で
報
恩
講
の
ご
案

内
封
筒
内
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
の
上
、
ご
返
送
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
で
の
出
欠
も
お
受
け
し

ま
す
の
で
、sanjo-betsuin@wing.ocn.ne.jp

ま
で
ご 

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

                            

  

暑
さ
が
ま
だ
厳
し
い
九
月
十
三
日
、
風
間
新
会
長
の
指

揮
の
も
と
刈
り
込
み
作
業
、
除
草
作
業
、
落
ち
葉
掃
き
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
来
月
は
、
お
取
り
越
し
報
恩
講
直
前

で
す
の
で
秋
の
奉
仕
研
修
と
並
行
し
て
作
業
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
秋
の
奉
仕
研
修
（
お
磨
き
・
庭
清
掃
）
は
十
月

十
二
日
（
水
）、
十
七
日
（
月
）、
十
九
日
（
水
）
の
午
前

九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
で
す
。
昼
食
を
用
意
す
る
の
で

参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

                

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
計
画
し

て
い
た
本
山
御
正
忌
団
体
参
拝
に
つ
い
て
、
一
次
締
切
時

に
お
い
て
参
加
者
が
僅
少
で
し
た
の
で
、
残
念
で
す
が
、

中
止
の
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

報
恩
講
儀
式
作
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す 

【後座退出は楽喚鐘が止まってから。忘れがちな後座の作法についても丁寧な指導があります。ぜひご参加を】 

有

志

の

会

庭

講

・

秋

の

別

院

奉

仕

研

修 

御

正

忌

団

参

中

止

の

お

知

ら

せ 



  宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八
日

に
「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

十
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

十
月 

八
田
裕
治
氏
、
八
田
摩
矢
子
氏
（
第
十
七
組
淨
福
寺
） 

御
文
五
帖
目 

二
十
通
「
女
人
成
仏
」 

▲
本
年
も
身
近
な
御
聖
教
で
あ
る
『
御
文
』
五
帖
目
に
つ
い
て
継
続

し
て
、
聞
い
て
い
き
ま
す
。 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

十
一
月 

倉
井
光
弥
氏
（
第
十
一
組
養
泉
寺
） 

十
二
月 

北
島
栄
誠
氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
） 

  ―

九
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

第
二
十
三
組
慶
誓
寺
、
第
十
七
組
光
照
寺 

そ
の
他
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
十
月
二
十
四
日
（
月
）
で
す
。 

  

◇
開 

催 

日 
 
 

八
月
二
十
三
日
（
火
）
※
夜
の
部
の
み
（
済
） 

九
月
十
二
日
（
月
）（
済
）・
十
月
十
七
日
（
月
） 

十
一
月
十
四
日
（
月
）・
十
二
月
十
三
日
（
火
）
（
全
五
回
） 

◇
時 

 

間 
 

昼
の
部
：
三
時
～
五
時 

 
 
 
 
 
 
 

夜
の
部
：
六
時
～
八
時 

◇
講 

 

師 
 
 

昼
の
部
：
三
条
別
院 

列
座 

夜
の
部
：
長
田 

淨
見 

氏
（
第
十
六
組 

善
興
寺
） 

◇
講
習
内
容 

昼
の
部
：
正
信
偈 

草
四
句
目
下
（
赤
本
の
内
容
） 

 

夜
の
部
：
浄
土
和
讃 

繰
読
み
（
声
明
集
の
内
容
） 

◇
持 

ち 

物 
 

昼
の
部
は
赤
本
、
夜
の
部
は
『
大
谷
聲
明
集
上
』、『
真

宗
大
谷
派
声
明
集
』
の
う
ち
ど
れ
か
一
冊
、
念
珠 

◇
参 
加 

費 
 

五
百
円
／
回 

  

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

   

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
奉
仕
団
を
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

        

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

十
月
は
宗
徧
流
茶
会
が
別
院
で
開
催
さ
れ
る
。
以
前
、

隣
の
人
の
真
似
を
す
れ
ば
い
い
と
気
軽
に
お
茶
席
を
覗

き
に
い
っ
た
ら
、
着
物
の
人
は
こ
こ
で
す
と
凄
ま
れ
、
無

理
や
り
正
客
の
隣
（
次
客
）
に
座
ら
さ
れ
て
、
み
ん
な
と

違
う
お
菓
子
と
み
ん
な
と
違
う
器
が
で
て
き
て
、
青
く
な

り
思
わ
ず
念
仏
が
で
た…

。
さ
て
、
お
取
り
越
し
報
恩
講

が
近
づ
い
て
き
た
。
僧
侶
の
方
は
ぜ
ひ
一
座
で
も
ご
参
勤

い
た
だ
き
た
い
。
巡
讃
が
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
、
後
座
の

出
仕
を
希
望
す
る
声
も
あ
る
。
し
か
し
前
の
人
に
つ
い
て

い
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
自
分
が
後
座
の
先
頭
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
控
室
に
出
仕
・
退
出
作

法
に
つ
い
て
の
資
料
を
用
意
し
よ
う
と
思
う
が
、
ぜ
ひ
事

前
の
講
習
会
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
時
間
が

あ
わ
な
け
れ
ば
個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
い
て
も
大
丈
夫

で
す
。
み
ん
な
で
お
勤
め
し
ま
し
ょ
う
！
（
斎
木
） 

随

時

募

集

中 

 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 

声

明

教

室

の

ご

案

内 

【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 


